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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益の緩やかな改善や個人消費の持ち直しなどによ

り、景気が緩やかに回復しておりますが、円安傾向及び不安定な国際情勢を背景としたインフレが継続し、先行

きは依然として不透明な状況が続くものと思われます。

このような状況のもと、当社グループは、企業と人材を繋ぐ役割と機能を果たし、質の高い人材サービスの提

供を通じて、双方が求めるニーズに応えてまいりました。

当第１四半期連結累計期間より事業セグメントの見直しを行っております。詳しくは、２．四半期連結財務諸

表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（セグメント情報等の注記）【セグメント情報】

（報告セグメントの変更等に係る事項）に記載しております。

人材紹介・人材派遣関連事業においては、人材派遣関連事業の長期派遣契約が減少した影響があったものの、

人材紹介の成約数増加及び外国人材に係る事業が拡大した結果、売上高及びセグメント利益が前年同期を上回り

ました。就労支援等委託事業においては、受託する地域の拡充が図れたことで受託数が増加した結果、売上高が

前年同期を上回りましたが、受託事業の利益率が減少したことにより、セグメント利益が前年同期を下回りまし

た。教育研修事業においては、人材不足による採用難の影響を受け、社員の定着を図る目的で社内研修の需要が

増加した結果、売上高が前年同期を上回りましたが、日本語学校運営事業で生徒募集に係る先行費用が増加した

ことにより、セグメント利益が前年同期を下回りました。

また、ＢＰＯ事業は、株式会社エコミックの増資に伴い、同社グループを連結子会社から持分法適用関連会社

に変更したことにより、当第１四半期連結累計期間より報告セグメントから外れております。なお、前第３四半

期連結累計期間のＢＰＯ事業は、売上高1,646,221千円、セグメント利益184,894千円であります。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における当社グループの経営成績は、売上高3,821,300千円（前年同

期比30.5％減）、営業利益86,887千円（前年同期比68.4％減）、経常利益100,423千円（前年同期比65.7％

減）、親会社株主に帰属する四半期純利益65,392千円（前年同期比43.0％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末の総資産につきましては、前連結会計年度末に比べ286,027千円増加し、

2,999,311千円となりました。これは主に売掛金及び契約資産の増加774,898千円とそれに伴う現金及び預金の減

少474,227千円との差額等によるものであります。

（負債）

　負債につきましては、前連結会計年度末に比べ237,449千円増加し、1,623,525千円となりました。これは主に

短期借入金の増加200,000千円によるものであります。

（純資産）

　純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ48,578千円増加し、1,375,786千円となりました。これは主

に親会社株主に帰属する四半期純利益65,392千円の計上及び利益剰余金の配当13,902千円の結果、利益剰余金が

51,490千円増加したことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2024年７月16日に発表いたしました2025年５月期(2024年６月１日から2025年５月31日)の業績予想に関しまし

て、変更はありません。

また、将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいて

おり、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2024年５月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年２月28日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,070,772 596,544

売掛金及び契約資産 486,005 1,260,904

その他 150,488 158,872

貸倒引当金 △1,591 △1,292

流動資産合計 1,705,676 2,015,029

固定資産

有形固定資産 123,253 120,250

無形固定資産

のれん 16,025 11,217

その他 14,532 11,544

無形固定資産合計 30,557 22,761

投資その他の資産 853,797 841,269

固定資産合計 1,007,608 984,282

資産合計 2,713,284 2,999,311

負債の部

流動負債

買掛金 56,018 59,172

短期借入金 400,000 600,000

１年内返済予定の長期借入金 － 200,000

未払費用 258,876 267,979

未払法人税等 7,824 37,223

未払消費税等 29,652 73,808

その他 205,801 161,425

流動負債合計 958,172 1,399,608

固定負債

長期借入金 400,000 200,000

その他 27,903 23,917

固定負債合計 427,903 223,917

負債合計 1,386,076 1,623,525

純資産の部

株主資本

資本金 256,240 256,240

資本剰余金 103,265 103,265

利益剰余金 864,996 916,487

株主資本合計 1,224,503 1,275,993

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 69,669 62,096

為替換算調整勘定 19,833 24,957

その他の包括利益累計額合計 89,502 87,054

非支配株主持分 13,202 12,738

純資産合計 1,327,208 1,375,786

負債純資産合計 2,713,284 2,999,311

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2023年６月１日
　至　2024年２月29日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年６月１日

　至　2025年２月28日)

売上高 5,497,417 3,821,300

売上原価 4,175,303 3,019,209

売上総利益 1,322,114 802,091

販売費及び一般管理費 1,047,561 715,203

営業利益 274,552 86,887

営業外収益

受取賃貸料 6,676 7,480

受取配当金 3,223 3,952

持分法による投資利益 － 11,714

保険解約返戻金 6,437 －

助成金収入 6,504 －

その他 9,482 1,678

営業外収益合計 32,324 24,825

営業外費用

支払利息 4,343 3,809

賃貸費用 6,676 7,480

為替差損 2,864 －

その他 346 －

営業外費用合計 14,230 11,289

経常利益 292,645 100,423

特別利益

投資有価証券売却益 － 1,449

特別利益合計 － 1,449

特別損失

投資有価証券評価損 1,449 －

特別損失合計 1,449 －

税金等調整前四半期純利益 291,195 101,873

法人税等 98,876 36,443

四半期純利益 192,318 65,430

非支配株主に帰属する四半期純利益 77,587 37

親会社株主に帰属する四半期純利益 114,731 65,392

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2023年６月１日
　至　2024年２月29日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年６月１日

　至　2025年２月28日)

四半期純利益 192,318 65,430

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 14,723 △7,948

為替換算調整勘定 7,580 －

持分法適用会社に対する持分相当額 － 5,124

その他の包括利益合計 22,303 △2,824

四半期包括利益 214,622 62,606

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 132,028 62,944

非支配株主に係る四半期包括利益 82,593 △337

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用については、当第３四半期連結累計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率

を使用する方法によっております。

前第３四半期連結累計期間
（自  2023年６月１日

至  2024年２月29日）

当第３四半期連結累計期間
（自  2024年６月１日

至  2025年２月28日）

減価償却費 88,221千円 10,940千円

のれんの償却額 16,561 4,807

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。
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（単位：千円）

報告セグメント

その他(注)１ 合計人材紹介・人

材派遣関連事

業

就労支援等委

託事業
教育研修事業 ＢＰＯ事業 計

売上高

顧客との契約から生じる

収益
2,596,005 887,114 280,509 1,646,221 5,409,850 87,566 5,497,417

外部顧客への売上高 2,596,005 887,114 280,509 1,646,221 5,409,850 87,566 5,497,417

セグメント間の内部売上

高又は振替高
7,235 － 352 10,163 17,751 49,087 66,838

計 2,603,241 887,114 280,861 1,656,384 5,427,602 136,654 5,564,256

セグメント利益 136,183 141,851 63,206 184,894 526,135 7,891 534,026

調整額(注)２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注)３

売上高

顧客との契約から生じる

収益
－ 5,497,417

外部顧客への売上高 － 5,497,417

セグメント間の内部売上

高又は振替高
(66,838) －

計 (66,838) 5,497,417

セグメント利益 (259,474) 274,552

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2023年６月１日　至　2024年２月29日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり，ソフトウエア・ハード

ウエア開発事業等を含んでおります。

      ２．調整額は次のとおりであります。

　　  (1) セグメント利益又は損失の調整額△259,474千円には、各報告セグメントに配分していない全社

費用△244,047千円及びセグメント間取引△15,427千円が含まれております。

　　  (2) 全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　３．セグメント利益は四半期連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント

合計 調整額(注)１

四半期連結損

益計算書計上

額（注)２

人材紹介・人

材派遣関連事

業

就労支援等委

託事業
教育研修事業 計

売上高

顧客との契約から生じる

収益
2,601,850 929,661 289,788 3,821,300 3,821,300 － 3,821,300

外部顧客への売上高 2,601,850 929,661 289,788 3,821,300 3,821,300 － 3,821,300

セグメント間の内部売上

高又は振替高
14,786 － 820 15,606 15,606 (15,606) －

計 2,616,637 929,661 290,608 3,836,907 3,836,907 (15,606) 3,821,300

セグメント利益 160,933 118,648 54,430 334,012 334,012 (247,124) 86,887

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2024年６月１日　至　2025年２月28日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１．調整額は次のとおりであります。

　　  (1) セグメント利益又は損失の調整額△247,124千円は、各報告セグメントに配分していない全社費

用であります。

　　  (2) 全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　　２．セグメント利益は四半期連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

（報告セグメントの変更等に係る事項）

　前連結会計年度に株式会社エコミックの増資により、同社グループを連結子会社から持分法適用関連会社に

変更したこと及び当社の組織体制の見直しをしたことに伴い、当第１四半期連結会計期間より、これまでの事

業セグメントの区分方法の見直しを行い、報告セグメントを従来の「人材派遣関連事業」「人材派遣関連事業

（関東）」「人材紹介事業」「再就職支援事業」「ＢＰＯ事業」「日本語学校運営事業」から「人材紹介・人

材派遣関連事業」「就労支援等委託事業」「教育研修事業」に変更しております。これに伴い、各報告セグメ

ントの前年同期の実績値を変更後のセグメント区分に組み替えて表記しております。また、株式会社エコミッ

クを持分法適用関連会社に変更したことに伴い、当第１四半期連結会計期間より「ＢＰＯ事業」は報告セグメ

ントから除外しております。
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